


d

司
立
体
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
と
山
並
み
が
浮
か
び
あ
が
る

(す
葎
視
マ
ッ
プ
)

して
活躍中

朔さん

日中友好の架け橋ど

周中国語国際交流員

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
紡
博
物
館

.....スイッチパックを行くトロッコの模型

企砂防事業と富山平野のかかわりが‘
よくわかる (ズームアッフ。常願寺)11)

立山カルデラの大型地形ジオラマを惨

背景に説明を聞く

.....カルデラ内にあった立山温泉の

再現模型

、「
富
山
へ
来
る
こ
と
は
、
か
ね
て
か
ら
の
希
望
で
し
た
」
と
流

…
暢
な
日
本
語
で
語
る
の
は
、
中
国
語
国
際
交
流
員
の
周
朔
さ
ん
。

…
こ
の
四
月
、
富
山
県
と
友
好
県
省
の
関
係
に
あ
る
中
国
・
遼
寧
省

…
か
ら
赴
任
し
ま
し
た

。

…

周
さ
ん
は
北
朝
鮮
(
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
)
と
の
国
境

…
沿
い
に
あ
る
遼
寧
省
丹
東
市
出
身
。
「
日
本
に
興
昧
を
持
っ
た
の

…
は
高
校
生
の
時
。
そ
れ
で
、
大
連
外
国
語
学
院
に
進
み
、
日
本
語

…
を
本
格
的
に
勉
強
し
ま
し
た
」
。
卒
業
後
は
、
遼
寧
省
の
対
外
友

…
招
協
会
に
日
本
担
当
と
し
て
勤
務
。
遼
寧
省
は
、
旧
満
州
の
一
部

で
、
日
本
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
た
め
、
現
在
で
も
大
勢
の
日
本

…
人
が
や
っ
て
き
ま
す
。
「
戦
前
の
面
影
を
求
め
て
訪
れ
た
小
説
家

の
水
上
勉
さ
ん
を
案
内
し
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
ょ
っ

水
上
氏

…
の
小
説
「
潜
陽
の
月
」
に
は
そ
の
時
の
様
っ
す
が
記
さ
れ
て
お
り
、

…
周
さ
ん
も
実
名
で
登
場
し
て
い
ま
す
。

来
県
し
て
か
ら
は
、
県
庁
国
際
課
で
通
訳
な
ど
の
業
務
を
こ
な

…
す
一
方
、
週
に
二
日
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー
で
在
日
中
国
人
の
相

…
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

F
M
で
「
中
文

…
信
患
」
(
意
昧
一
中
国
語
情
報
)
と
い
う
中
国
人
向
け
の
番
組
に

…
も
出
演
中
。
「
富
山
県
に
在
住
す
る
中
国
人
は
約
千
二
百
名
。
こ

。co附即S

の
番
組
が
、
彼
ら
と
日
本
人
の
架
け
橋
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
。

ご
の
ほ
か
、
仕
事
以
外
で
も
、
民
間
団
体
の
行
う
交
流
事
業
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
二
酸
ヱ
J

の
料
理
教
室

1
3
H
E
E
E

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
包
ん
で

臼

・
唄

す
よ
」
。
中
国
の
家
庭
で
は
男
性
も
よ
く
料
理
を

日

制

附

し
ま
す
が
、
周
さ
ん
も
慣
れ
た
手
つ
き
で
そ
の

冨

」

瞳

贋

E
A7

叫圃
圃
・
・
・
田
・
・
司
自

腕
前
を
披
露
し
た
そ
う
で
す
。

回

一

週
圃
留

と
こ
ろ
で
六
月
十
七
日
に
、
富
山
と
大
連
を

-
U
識
障
幽

二
時
間
で
結
ぶ
定
期
航
空
便
が
開
設
さ
れ
ま
し

九
剛
組
問
強

た
。
「
こ
れ
か
ら
は
富
山
県
と
遼
寧
省
と
の
草
の

「

ト
個
醤

恨
の
交
流
が
ぐ
っ
と
進
む
で
し
ょ
う
」
。
ま
た
、

二
鯛

鋪

「
北
方
の
真
珠
」
と
呼
ば
れ
る
大
連
を
は
じ
め
、

理詰結
晶
m噛
掛
留

戸
一-‘

.F
守

広
剖苛

清
王
朝
発
禅
の
地
、
濯
陽
な
ど
遼
寧
省
の
観
光

一一一一一一
自
国
軍

』

資
源
は
豊
富
で
多
彩
。
「
富
山
の
人
に
も
是
非
、

一一一一暗雲謹
岡
山
詞

遼
寧
省
を
訪
れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
周
さ
ん

f
一
国
量

は
白
を
輝
か
せ
ま
す
。

周
さ
ん
の
任
期
は
一
年
。
日
本
を
離
れ
る
そ
の
日
ま
で
、
日
本

と
中
園
、
そ
し
て
遼
寧
省
と
富
山
県
の
友
好
を
深
め
る
た
め
、
そ

の
活
動
は
続
き
ま
す
。

今
回
私
が
訪
れ
た
の
は
、
六
月
三
十
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防

博
物
館
で
す
。
さ
っ
そ
く
、
学
芸
員
の
飯

田
さ
ん
に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

最
初
に
〈
大
型
映
像
ホ
i

ル
〉
で
迫
力

満
点
の
立
体
映
像
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
〈
立

山
カ
ル
デ
ラ
展
示
室
〉
へ
。
こ
こ
は
、
山
、か

崩
れ
て
土
砂
が
生
ま
れ
、
土
砂
が
日
本
一

の
急
流
常
願
寺
川
を
流
れ
く
だ
る
災
害

の
お
そ
ろ
し
さ
を
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
、

大
型
地
形
ジ
オ
ラ
マ
や
、
安
政
の
大
災
害

の
と
き
富
山
平
野
に
押
し
寄
せ
た
推
定

重
量
四
百
ト
ン
も
の
大
転
石
の
模
型
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ル
デ
ラ
内

の
岩
石
が
展
示
さ
れ
て
い
た
の
で
試
し

に
触
っ
て
み
る
と
、
少
し
力
を
入
れ
た
だ

け
で
砕
け
て
し
ま
い
ま
す
。
私
、か
特
に
力

持
ち
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
・
.

こ
れ
っ
て
や
っ
ぱ
り
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
が

崩
れ
や
す
い
地
質
だ
っ
て
い
う
こ
と
で

す
よ
ね
り

続
い
て
案
内
さ
れ
た
〈
S
A
B
O展
示
室
〉

は
、
砂
防
事
業
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

実
車
展
示
さ
れ
て
い
る
工
事
用
ト
ロ
ッ

コ
の
客
車
内
は
、
窓
、か
ス
ク
リ
ー
ン
に
な

っ
て
い
て
、
カ
ル
デ
ラ
ヘ
向
か
う
卜
口
ツ

とやま遊学感

立山カルデラ砂防博物館

朔 さん

特集

活力ある地域経済をめざして

富山県の総合的経済対策

周

ひとアズとやま

中国語国際交流員

2 

3 

ピンナップとやま7 

レ
ポ
ー
タ
ー

田

琴
美
さ
ん

(
富
山
医
科
薬
科
大
学
)

コ
か
ら
見
た
風
景
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

走
行
音
や
、
ガ
タ
ゴ
卜
と
い
う
振
動
も
再

現
さ
れ
て
臨
場
感
い
っ
ぱ
い
。
と
っ
て
も

楽
し
い
ん
で
す
よ
。
ま
た
、
立
山
カ
ル
デ

ラ
を
実
際
に
訪
れ
た
い
と
い
う
人
の
た

め
に
、
ト
ロ
ッ
コ
や
パ
ス
を
利
用
し
た
体

験
学
習
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
富
山
県
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
背
景
に
は
、

自
然
災
害
を
克
服
し
て
き
た
先
人
達
の

努
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
飯
田
さ
ん
。
皆
さ
ん
も
、

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
で
「
知
ら
れ

ざ
る
も
う
一
つ
の
立
山
」
に
触
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

.......... 
富山地方鉄道

宇奈月

北陸自動車道

立山駅

三 一 立山カルデラ
-=t.:: 砂防糟物館

砂防専用軌道 勺予立山カルデラ

.富山地方鉄道立山駅から徒歩1分

・開館時間/午前9時30分~午後5時(入館は午後4時30分まで)

・観覧料/一般 400円 高・大学生 320円 小・中学生 200円

.所在地/中新川郡立山町芦勝寺字フナ坂68
TEL 0764-81-1160 

・休館日/毎週月曜日 (祝白除く) 祝日の翌日 (土・日曜除く)
年末年始 (12/28~' /4 )

。立山カルデラ砂防博物館のオープン記念テレホンカード(2枚1紐)を

10名にプレゼントします。ご希望の方は13ページをご覧ください。

企県庁で仕事の打合せ

- 2 ー

写真/滝川邦彦 (日本写真家協会会員)

/上木行博 (富山県現代詩人会会員)

トピックス

赤羽仁諭(富山県写真家協会会員)

立山の環境を守るために

14 とやま音のある風景

たてもん祭り(魚津市)

くらしのアドバイス

クローズアップ

表紙撮影

ヰ
寸--=ロ

9 

13 

11 



事sfi
特集/活力ある地域経済をめざして

活
力
あ
る
地
域
経
済
を

め
ざ
し
て

ー
富
山
県
の
総
合
的
経
済
対
策
|

【
具
体
的
な
取
り
組
み
}

資
を
受
け
た
企
業
が
信
用
保
証
の
対
価

と
し
て
信
用
保
証
協
会
に
支
払
う
保
証

料
を
年

0
・
五
%
と
す
る
引
下
げ
措
置

(
と
れ
ま
で
は
年

0
・
六
%
)
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
措
置
を
九
月
三
十

日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

1
県
融
資
制
度
の

充
実

川

「
地
域
産
業
対
策
資
金
」
の

融
資
枠
拡
大

売
上
げ
が
対
前
年
比
で
十
%
以
上
減

少
し
た
り
経
常
赤
字
を
出
し
て
い
る
中

小
企
業
に
運
転
資
金
を
低
利
で
貸
し
付

け
る
「
地
域
産
業
対
策
資
金
」
の
融
資

枠
を
当
初
予
定
の
百
十
億
円
か
ら
百
八

十
億
円
に
増
額
し
ま
す
。

ま
た
、
所
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
、
「
経
営
安
定
特
別
枠
」
を
利
用
で
き

ま
す
。

2
信
用
保
証
の

充
実
・
強
化

川
信
用
保
証
協
会
の
経
営
基
盤
強
化

中
小
企
業
の
保
証
人
と
な

っ
て
金
融

機
関
か
ら
の
資
金
調
達
を
手
助
け
す
る

富
山
県
信
用
保
証
協
会
へ
の
出
え
ん
金

存
二

億
三
千
万
円
増
額
し
ま
す
。

ω
「
地
域
産
業
対
策
資
金
」
の

保
証
料
引
下
げ
措
置
の
延
長

山
信
用
保
証
対
象
企
業
の
拡
大

同
協
会
が
行
う
信
用
保
証
の
対
象
企

業
を
次
の
と
お
り
拡
大
し
ま
す
。

現
在
、
「
地
域
産
業
対
策
資
金
」

の
融

-
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

《
こ
れ
ま
で
》

資
本
金
一
千
万
円
以
下

《
見
直
し
後
》

資
本
金
五
千
万
円
以
下

-
卸
売
業

《
こ
れ
ま
で
》

資
本
金
三
千
万
円
以
下

《
見
直
し
後
》

資
本
金
七
千
万
円
以
下

川
保
証
枠
倍
増
業
種
の
拡
大

同
協
会
が
行
う
信
用
保
証
の

※
 

保
証
枠
が
倍
増
と
な
る
対
象
業

最
近
の
県
内
経
済
は
、

を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
昨
年
十
一
月
と
今
年
二
月
の
緊
急
経
済
対
策
に
続
き
、
六

月
に
総
合
的
経
済
対
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

-今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

個
人
消
費
や
生
産
が
低
調
に
推
移
す
る
な
ど
、

六
つ
の
柱

今
回
の
総
合
的
経
済
対
策
は
、

①
中
小
企
業
金
融
対
策

②
雇
用
対
策

③
社
会
資
本
整
備
の
促
進

④
土
地
取
引
の
活
性
化

⑤
特
別
減
税
の
追
加
実
施

⑥
そ
の
他
の
経
済
対
策

の
六
つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
お
り
、

①
や

②

の
よ
う
な
緊
急
的
な
対
策
の
ほ
か
、

③
や
④
な
ど
恒
久
的
な
効
果
が
期
待
で

き
る
対
策
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
、
が

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
実
施
す
る

た
め
、
六
月
議
会
に
お
い
て
総
額
二
百

十
三
億
円
に
の
ぼ
る
予
算
の
補
正
を
行

い
ま
し
た
が
、
六
月
に
予
算
の
補
正
が

行
わ
れ
た
の
は
昭
和
五
十
四
年
以
来
十

九
年
ぶ
り
で
す
。

総
合
的
経
済
対
策
の

一
部
は
既
に
実

施
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
で
は
、

今
後
と
も
対
策
の
着
実
な
実
施
を
通
し

て
、
県
内
経
済
の
活
性
化
と

二
十

一
世

紀
に
お
け
る
活
力
あ
る
富
山
の
実
現
を

め
ざ
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

種
と
し
て
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
関
連
業
種
(
金

属
扉
製
造
業
な
ど
)
や
銅
器
関
連
業
種
(
銅

製
品
卸
売
業
な
ど
)
を
追
加
し
ま
す
。

※
保
証
枠
倍
増

保
証
枠
が
、
普
通
保
証
の
場
合
は
二
億
円
か
ら

四
億
円
に
、
無
担
保
保
証
の
場
合
は
三
千
五
百

万
円
か
ら
七
千
万
円
に
倍
増
さ
れ
ま
す
。

3
設
備
貸
与
制
度

割
賦
損
料
の

引
き
下
げ

中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度
の
割
賦
損

料
を
こ
れ
ま
で
の

三

%
か
ら

二

・
七

五
%
に
引
き
下
げ
ま
す
(
今
年
度
末
ま

で
実
施
)
。

※
割
賦
損
料

富
山
県
中
小
企
業
振
興
財
団
で
は
、
特
に
小
規

模
な
事
業
者
や
設
備
を
選
定
す
る
た
め
の
専
門

このほかにも、県では有利な融資制度を準備

し、その有効活用を通して、中小企業を支援し

ています。

【主な県制度融資】

.経営の安定・倒産防止

〈連鎖倒産防止資金〉

倒産した企業に債権を有する中小企業の連鎖倒産

を防止するために、運転資金を貸し付ける制度

-技術・経営の高度化

〈高度抜術・情報化促進資金〉

新技術や新製品の研究、開発などのための資金を

貸し付ける制度

厳
し
さ

以
下
、
六
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
総
合

的
経
済
対
策
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

- 3 一

中
小
企
議

室
融
対
策

中
小
企
業
の
支
援
は
、
経
済
構
造
改

革
を
強
力
に
進
め
て
い
く
上
で
主
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
四
月
に
国
が
決
定
し

た
「
総
合
経
済
対
策
」
に
お
い
て
も
中

小
企
業
金
融
対
策
が
大
き
な
位
置
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
団
体
が
実
施
し
た

調
査
に
よ
る
と
、
県
内
で
も
景
気
の
低

迷
や
金
融
機
関
の
貸
し
渋
り
な
ど
に
よ

っ
て
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
が
一
段
と

厳
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
県
融
資
制
度
の
融
資
枠
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
信
用
保
証
制
度
を

充
実
・
強
化
し
、
中
小
企
業
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

的
知
識
を
持
た
な
い
事
業
者
の
た
め
に
機
械
設

備
を
購
入
し
、
そ
れ
を
事
業
者
に
割
賦
販
売
又

は
リ
ー
ス
す
る
、
中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
割
賦
販
売
方
式

に
よ
り
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
場
合
の
返
済

額
中
、
利
息
に
相
当
す
る
も
の
を
割
賦
損
料
と

い
い
ま
す
。

4
相
談
業
務
の

充
実

中
小
企
業
の
経
営
、
金
融
、
雇
用
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
「
経
営
・
雇
用

安
定
特
別
相
談
会
」
を
引
き
続
き
、
積

極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

- 4 -

-創業、新事業展開の支援

〈創業者等支援資金〉

製造業や頭脳産業に属する事業を新たに開始する

ためなどの資金を貸し付ける制度

注)こ れ以外にも多くの制度融資カずありますが、業種や経

営状態、資金使途などによって利用できる制度が異な

ります。

利用を希望する際は、最寄りの商工会・商工会議所、

市町村役場商工担当課、県庁中小企業課 (ft0764(44) 

3248)などに事前に相談してください。



特集/活力ある地域経済をめざして

E
一直
一周
対
策

本
県
の
雇
用
情
勢
は
、
有
効
求
人
倍

率
が
昨
年
九
月
に
一
倍
を
割
り
込
ん
で

以
来
、
連
続
し
て
低
下
を
続
け
、
今
年

五
月
に
は

0
・
六
五
倍
、
す
な
わ
ち
求

職
者
百
人
に
対
し
て
求
人
が
六
十
五
件

し
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
全
国
平
均
の

0
・
五
三
倍
を
若

干
上
回
る
も
の
の
、
昭
和
五
十
八
年
以

来
と
い
う
厳
し
い
水
準
で
す
。

県
で
は
、
関
係
行
政
機
関
や
経
済
団

体
と
連
携
を
強
化
し
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
雇
用
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

{
具
体
的
な
取
り
組
み
】

1
雇
用
の
維
持
・

離
職
者
再
就
職
対
策

川
特
別
求
人
開
拓
の
実
施

県
と
公
共
職
業
安
定
所
の
幹
部
職
員

に
よ
る
特
別
求
人
開
拓
班
を
編
成
し
、

県
内
主
要
企
業
を
対
象
と
し
た
求
人
開

拓
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ω労
働
移
動
円
滑
化
協
力
員
の
配
置

社
会
的
信
望
が
あ
っ
て
労
働
団
体
や

使
用
者
団
体
に
精
通
し
て
い
る
方
な
ど

を
労
働
移
動
円
滑
化
協
力
員
と
し
て
委

嘱
し
、
失
業
の
予
防
や
労
働
移
動
の
円

滑
化
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

，.. 

ー
一社
会
資
本

]
一謹
儲
の
健
造

道
路
や
港
湾
、
生
活
環
境
施
設
な
ど

の
社
会
資
本
を
整
備
す
る
公
共
事
業
は
、

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
魅
力
あ
る
地

域
社
会
の
形
成
の
た
め
に
大
き
な
役
割

を
担
う
と
と
も
に
、
そ
れ
に
投
入
さ
れ

る
資
材
、
労
働
等
を
通
し
て
経
済
に
大

き
な
所
得
効
果
を
及
ぼ
し
ま
す
。

県
で
は
、
公
共
事
業
等
の
追
加
と
そ

の
施
行
促
進
を
通
じ
て
、
厳
し
い
状
況

に
あ
る
県
内
産
業
界
に
新
た
な
需
要
を

生
み
出
し
、
雇
用
の
維
持
、
安
定
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

1
公
共
事
業
等
の
追
加

。

六
月
補
正
予
算
に
お
い
て
、
公
共
事

業
費
と
し
て

二
百

一
億
円
を
追
加
し
ま

T
レ
れ
~
。

2
公
共
事
業
等
の

施
行
促
進

川
公
共
事
業
等
の
早
期
発
注

今
年
度
上
半
期
に
お
け
る
公
共
事
業

等
の
発
注
目
標
を
過
去
最
高
の
八
十

三
%
程
度
に
設
定
す
る
な
ど
、
事
業
の

促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

川
合
同
再
就
職

面
接
会
の
実
施

離
職
者
の
早
期
再
就
職

あ
っ
旋
の
た
め
、
合
同
再

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。

〈
今
後
の
開
催
予
定
〉

八
月
五
日
(
水
)

高
岡
テ
ク
ノ
ド

l
ム

八
月
二
十
四
日
(
月
)

と
や
ま
自
遊
館

八
月
二
十
八
日
(
金
)

魚
津
平
安
閣

※
こ
の
ほ
か
、
砺
波
地
域
で
も

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

山
県
内
経
済
へ
の

波
及
効
果
に
対
す
る
配
慮

公
共
事
業
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

工
事
発
注
予
定
に
関
す
る
情
報
の
提
供

や
分
離
・
分
割
発
注
な
ど
に
よ
り
、
県

内
中
小
建
設
業
者
の
受
注
機
会
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
内
産
の
工
事

資
材
の
使
用
な
ど
に
配
慮
し
て
い
き
ま

す
。「

一主
地
取
引
の

l
一活
性
他

公
共
用
地
の
先
行
取
得
の
促
進
、
土

地
取
引
の
規
制
緩
和
へ
の
対
応
な
ど
を

通
じ
て
、
土
地
取
引
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

川
公
共
用
地
取
得
の
推
進

公
共
事
業
等
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た

め
、
公
共
用
地
の
先
行
取
得
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

川
農
地
転
用
の
円
滑
化

今
年
五
月
に
農
地
法
が
改
正
さ
れ
、
農

地
転
用
に
関
す
る
知
事
の
許
可
権
限
が
拡

大
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
・
手
続

の
透
明
化
、
簡
素
化
、
迅
速
化
に
努
め

-

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今回の総合的経済対策

は、中小企業金融対策を第

一の柱にあげています。

事業主の皆さんには、県

の融資制度や信用保証を上

手に利用し、経営の安定に

役立てていただきたいと思

います。制度的に利用しに

くい点があれば、随時改善

して行くつもりですので、

お気づきの点があれば、ご

意見をお寄せください。

県では今後とも、景気対

策を含め、地域経済の活性

化のために全力をあげて取

り組んでいきます。

く〉

川
公
共
職
業
訓
練
の

機
動
的
・
弾
力
的
実
施

富
山、

黒
部
、
福
野
の
各
職
業
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
離
転
職
者

を
対
象
に
訓
練
生
の
受
け
入
れ
枠
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
溶
接
や
配
管
な
ど

新
た
な
訓
練
コ
l
ス
を
設
け
ま
す
。

川
産
業
雇
用
情
報
連
絡
協
議
会
の
開
催

県
、
経
済
団
体
、
主
要
企
業
な
ど
を

構
成
員
と
す
る
協
議
会
を
開
催
し
、
雇

用
対
策
の
効
果
を
高
め
る
た
め
の
具
体

的
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

2
緊
急
雇
用
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

。

川
雇
用
調
整
助
成
金
の
助
成
率
引
上
げ

指
定
業
種
に
属
す
る
事
業
主
が
、
事

業
活
動
の
縮
小
に
伴
っ
て
、
従
業
員
の

休
業
・
出
向
・
教
育
訓
練
を
行
う
場
合

に
賃
金
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
の
助

成
率
を
引
き
上
げ
ま
す
。

《
こ
れ
ま
で
》

休
業
・
出
向
・
教
育
訓
練
と
も

υ今

(
L今
)

《
引
上
げ
後
》

休
業
・
出
向

し
今
(
ル
ケ
)

教
育
訓
練

ヤ
ケ
『
(
今
今
)

)
内
は
、
中
小
企
業
の
助
成
率

-
一持
湖
減
税
の

ー
一逼
岨
実
施

平
成
十
年
度
分
の
個
人
県
民
税
(
市

町
村
民
税
と
あ
わ
せ
て
住
民
税
と
呼
ば

れ
ま
す
)
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
予

定
さ
れ
て
い
た
特
別
減
税
に
加
え
、
国

の
総
合
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
さ

ら
に
二
兆
円
(
所
得
税
分
含
む
)
の
特

別
減
税
を
追
加
実
施
し
ま
す
。

夫婦+子ども二人の

標準世帯の場合

65，000円

72，500円

合計 パ37，500円

当初
予定分

地域経済の活性化に

全力で取り組んでいます。

山
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の

年
齢
要
件
引
下
げ

高
年
齢
者
を
雇
い
入
れ
た
事
業
主
に

対
し

一
定
金
額
を
助
成
す
る
制
度
の
年

齢
要
件
を
引
き
下
げ
ま
す

D

《
こ
れ
ま
で
》

日
歳
以
上

↑
 

〈
引
下
げ
後
》

特
歳
以
上

川
能
力
開
発
給
付
金
の

年
齢
要
件
引
下
げ
と
助
成
率
引
上
げ

高
年
齢
の
従
業
員
に
職
業
訓
練
を
受

講
さ
せ
る
場
合
に
受
講
料
等
を
助
成
す

る
制
度
の
年
齢
要
件
を
引
き
下
げ
る
と

と
も
に
、
助
成
率
を
引
き
上
げ
ま
す
。

- 5一

-
年
齢
要
件

〈
こ
れ
ま
で
》

日
歳
以
上

〈
引
下
げ
後
》

特
歳
以
上

-
助
成
率

《
こ
れ
ま
で
》

νんι
(

し
今
)

《
引
下
げ
後
》

し
ケ
(
ヤ
パ
斗
)

)
内
は
、
中
小
企
業
の
助
成
率

ー
一そ
の
他
の

「
一躍
漏
対
策

県
で
は
、
今
後
、
情
報
化
対
策
、
中

心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
活
性
化
対
策
、

創
造
的
中
小
企
業
の
支
援
対
策
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
合
せ

県
庁
商
工
企
画
課

8
0
7
6
4
倒

3
2
4
3

富山県西工労働部長

高原一郎
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(注)プナの木 (beech)の皮に文字を書いたのがはじまりで

書物 (book) と綴った。(1英語語源辞典j研究社)
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を

守
る
た
め
に

自
然
と
の
共
存
を
め
ざ
し
て

年
間
百
二
十
七
万
人
も
の
観
光
客
が

訪
れ
る
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト
。

こ
の
う
ち
、
立
山
駅
か
ら
長
野
県
の
扇

沢
ま
で
の
区
間
は
、
自
然
豊
か
な
中
部

山
岳
国
立
公
園
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト
で
は
、

平
成
八
年
に
室
堂
j
大
観
峰
聞
の
立
山

ト
ン
ネ
ル
パ
ス
が
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
化
さ

れ
る
な
ど
、
自
然
と
の
共
存
を
め
ざ
し

高原パス運転歴32年の佐藤さん

ハイブリッドパスのハンドルを握る横顔はどこか誇らしげ‘だ

て
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
機
関
の
導
入

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
国

立
公
園
内
の
区
間
の
う
ち
、
美
女
平

l

室
堂
聞
を
除
く
約
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
、
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
に
よ
っ
て
電
化
さ
れ
て
い

ま
す
c

た
だ
、
残
る
美
女
平
1

室
堂
聞
は
、

千
五
百
メ
ー
ト
ル
近
い
標
高
差
が
あ
る

急
勾
配
の
た
め
、
現
在
の
技
術
で
は
電

化
が
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。
こ
の
た

め
、
同
区
間
に
高
原
パ
ス
を
運
行
す
る

立
山
開
発
鉄
道
械
は
、
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド

パ
ス
に
注
目
。
日
野
自
動
車
工
業
側
の

協
力
を
得
て
、
平
成
七
年
か
ら
走
行
試

験
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
、

急
坂
の
山
岳
道
路
も
走
行
可
能
な
高
出

力

型

(
三
百
十
馬
力
)
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

パ
ス
が
完
成
し
、
積
雪
期
の
走
行
試
験

を
経
て
、

三
台
が
導
入
さ
れ
た
の
で
す
。

/¥ー卜型のマークがハイブリ ッドバスの目印

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
パ
ス
の
特
徴

ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
(
F
1
)
ユ
与
)
と
は
、
英
語

で
「
混
合
」
と
い
う
意
昧
。
今
回
導
入

さ
れ
た
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
パ
ス
は
、
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
と
電
気
モ
ー
タ
ー
と

い
う
二
つ
の
動
力
源
を
持
ち
、
発
進
時

や
加
速
時
に
電
気
モ
ー
タ
ー
が
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

黒
煙
や

N
O
x
(窒
素
酸
化
物
)
の
排
出

量
や
騒
音
の
発
生
を
大
幅
に
低
減
で
き

ま
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル

と
も
い
う
べ
き
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
生
機

能
」
を
備
え
て
い
る
の
も
特
徴

D

従
来

型
の
車
は
、
フ

ッ
ト
ブ
レ
ー
キ
や
エ
ン

ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
使

っ
て
減
速
す
る
際
、

運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
し
て
大
気
中
に
放
出
し
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
パ
ス
は
、

エ
ン
ジ
ン
に
発
電
機
能
を
備
え
て
お
り
、

運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
換
し
て
バ

ッ
テ
リ
ー
に
充
電
す
る

の
で
す
。
こ
の
た
め
電
気
自
動
車
の
よ

う
に
外
部
か
ら
充
電
す
る
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

今
回
導
入
さ
れ
た
ル

l
ト
の
場
合
、

室
堂
か
ら
美
女
平
ま
で
の
下
り
坂
で
バ

ッ
テ
リ
ー
に
充
電
し
、
そ
れ
を
、
美
女

平
か
ら
室
堂
へ
の
上
り
坂
で
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
を
補
助
す
る
動
力
と
し
て

利
用
す
る
わ
け
で
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
パ
ス
の
導
入
に
よ
り
、

ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト
の
環
境
保
全
対
策
は
、

ま
た

一
歩
前
進
し
ま
し
た
。
た
だ
、
ハ

イ
ブ
リ

ッ
ド
パ
ス
の
価
格
は
、

一
台
三

千
五
百
万
円
と
、
従
来
型
の

一
・六
倍
も

し
ま
す
。
こ
の
た
め
県
で
は
、
今
回
の

ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
パ
ス
導
入
に
あ
た
っ
て
、

購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

1・排出ガスの低減効果l 函~1Ii画u... 回・置‘E・[tJ.!:週四r;.. ~ ____  _ 

NOxの改善

平成6年
規制値

平成11年
規制値

ハイブリ ッドパス 従来車

伽
排
出
量

川
内

黒煙濃度の改善
平成6年
規制値
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従来車ハイブリ ッド1¥ス

黒
煙
濃
度

ディーゼルエンジンの回転数カず低い発進時などに、

電気モーターが、活躍する。

高い

力動の、
/ぃン、

/エ'ν
 ゼJ

E
 

『

ア

、

『
h
v

i
t
-
-
t
L
低 エンジン回転数

大きい

動
力

小さし、

圃
歩
行
者
用
登
山
道
も

園
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
庁
自
然
保
護
課

8
0
7
6
4
叫
3
3
9
9

10 ー

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
卜
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

交
通
機
関
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
で
も
、

そ
こ
を
訪
れ
る
方
法
の
中
で
、
最
も
環
境
に

や
さ
し
い
も
の
と
い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
、

自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
の
立
山
駅
が
あ
る
干

寿
ヶ
原
か
ら
美
女
平
を
経
て
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

卜
沿
い
に
霊
堂
へ
と
至
る
歩
行
者
用
登
山
道

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
(
八
郎
坂
経
由
の

ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
)
D

大
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
こ
の
道
を
た

と

は

い

ど
れ
ば
、
立
山
を
歩
い
て
登
拝
し
た
先
人
の

心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
D

体
力
と
時
聞
が
あ
る
方
、
一
度
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ

奥大日岳
企

大日岳
企

=田一 高原ハス道

ーーーー 歩行者用登山道

大辻山
企



立
山
博
物
館

キ
ャ
ラ
バ
ン
宙
開
催

7/1 超満員の上映会場

膏
富
山
県
[
立
山
博
物
館
]
が
所
蔵
し
て
い

る
山
岳
映
像
資
料
を
一
般
に
公
開
す
る
、
立

山
博
物
館
キ
ャ
ラ
バ
ン

W
l
山
岳
映
像
の
魅

力
〔
立
山
]
が
、
七
月
一
日
、
東
京
・
池
袋

の
豊
島
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
こ
れ
は
、
立
山
博
物
館
の
あ
る
立
山
町
芦

船
寺
の
人
々
が
、
江
戸
時
代
に
立
山
妻
茶
羅

を
持

っ
て
諸
国
を
布
教
し
て
回
っ
た
と
い
う

故
事
に
な
ら
い
、
立
山
の
自
然
や
、
立
山
が

育
ん
だ
歴
史
・
文
化
を
全
国
に
発
信
し
よ
う

と
同
博
物
館
が
企
画
し
た
も
の
。

量
当
日
は
、
開
場
を
待
つ
観
客
が
建
物
の
半

周
を
取
り
巻
き
、
予
定
時
刻
を
繰
り
上
げ
て

開
場
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぷ
り
。
八
百
名
収
容

の
会
場
は
、
立
ち
見
を
含
め
干
名
の
観
客
で

埋
ま
り
ま
し
た
口

れ
い
め
い

掴
催
し
で
は
、
「
剣
岳
繋
明
」
、

「
五
月
の
剣

バ
リ
ア
フ
リ
l
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
制
度
ス
タ
ー
ト

-
県
で
は
、
今
年
四
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た

富
山
県
民
福
祉
条
例
の
主
旨
に
沿

っ
た
施
設

整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
-

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

mこ
れ
は
、
建
築
主
の
希
望
に
応
じ
て
、
県

か
ら
委
託
を
受
け
た
富
山
県
建
築
士
会
が
、

専
門
知
識
を
持

っ
た
建
築
士
を
派
遣
し
、

・
高
齢
者
や
障
害
者
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
改
修
方
法
に
つ
い
て

の
助
言

・
改
修
に
必
要
な
概
算
費
用
の
見
積
も
り

.
県
の
融
資
制
度
の
紹
介

な
ど
を
行
う
も
の
で、

飲
食
庖
や
医
療
施
設
、

シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
福
祉
条
例
で

整
備
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
生
活
関
連
施

設
の
ほ
か
、
工
場
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
福
祉
条

例
の
対
象
外
の
施
設
に
つ
い

て
も
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

踊
は
じ
め
て
の
派
遣
と
な
っ
た
六
月
二
十
五

日
は
、
二
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
氷
見
市
の

シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
プ
ラ
フ

ア
」
を

訪
れ
、
「
洗
面
所
の
蛇
口
は
、
手
動
式
の
方

が
使

い
や
す

い
と
い
う
人
も
い
る
の
で
、
す

べ
て
自
動
式
に
し
た
方
が
よ
い
と
は
限
ら
な

い
」
「
車
い
す
駐
車
場
の
表
示
は
、
路
面
に

描
く
だ
け
で
な
く
、
立
体
的
な
表
示
板
も
用

意
し
た
方
が
よ
い
」
な
ど
具
体
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
。
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者

も
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
質
問
し
て
い
ま
し
た

0

・
県
で
は
、
こ
の
制
度
の
活
用
を
通
じ
て
、

高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
人

岳
」
の
ほ
か
、
立
山
町
の
写
真
家
高
橋
敬
市

さ
ん
が
+
七
年
間
に
わ
た

っ
て
撮
り
続
け
た

ス
ラ
イ
ド
写
真
を
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
に
あ
わ

せ
て
映
し
出
す
「
ス
ラ
イ
ド
映
像
二
斗
山
賛

歌
」
な
ど
を
上
映
。
立
山
の
山
岳
美
や
自
然

美
が
充
分
と
ら
え
ら
れ
た
映
像
に
、
観
客
は

大
き
な
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

聞
こ
の
催
し
は
、
県
内
で
も
今
後
二
力
所
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
口

※
県
内
で
の
開
催
予
定

十

月

十

八

日

福

光

町

福

祉

会

館

来
年
二
月
七
日
県
民
小
劇
場
オ
ル
ビ
ス

(
富
山
駅
前
マ
リ
工
七
階
)

立
山
博
物
館

8
0
7
6
4
例
1
2
1
6

問
合
せ

ロ
シ
ア
沿
海
地
方

代
表
団
来
県
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海 ・
地富
方山
政県
府が
の友
工好
フ提
ゲ携
|し
二て

し1

ナる
ス口
ドシ
ラ ア
チ沿

固い握手を交す両知事

に
や
さ
し
い
ま
ち
"つ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
県
庁
建
築
住
宅
課

8
0
7
6
4
例
3
3
5
9

附
富
山
県
建
築
士
会

8
0
7
6
4
m
7
4
4
6
 

洗
面
所
に
つ

い
て
助
言
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

利
用
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・
現
在
、
精
神
科
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
や
、
概
ね
一
年
以
内
に
精

神
科
の
治
療
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
そ
ち
ら
の
病
院

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
症
状
の
程
度
に
よ

っ
て
は
、
当
日
の
当
番
病
院
以
外
の
病
院
で
の
受

診
を
お
願
い
し
た
り
、
通
常
の
診
療
時
間
内
で
の
受
診
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
こ
の
事
業
に
よ
り
入
院
さ
れ
た
場
合
、
症
状
の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、

後
日
、
他
の
病
院
へ
の
転
院
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
こ
の
事
業
は
、
緊
急
に
精
神
科
の
医
療
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
救
急
医
療
に
直
接
関
係
の
な
い
一
般
的
な
悩

み
ご
と
相
談
な
ど
に
つ
い
て
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

心
の
健
康
相
談
に
つ
い
て
は
、
富
山
県
心
の
健
康
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
「
こ
こ
ろ
の
電
話
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

8
0
7
6
4
附
0
6
0
6

【
受
付
時
間
}

月
i
金
曜

(祝
日
・
年
末
年
始
除
く
)

午
前
九
時
三
十
分

1
十
二
時
、
午
後
一
時

i
四
時

ェ
ン
コ
知
事
を
団
長
と
す
る
代
表
団
が
七
月

三
目
、
来
県
し
ま
し
た

0

・
こ
れ
は

、
富
山
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
結

ぶ
国
際
航
空
路
線
の
運
航
が
、
こ
れ
ま
で
の

ア
エ
ロ
フ
ロ
ー
ト
・
ロ
シ
ア
国
際
航
空
か
ら

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航
空
に
移
管
さ
れ
た
の
を

記
念
し
て
訪
れ
た
も
の
。

-
代
表
団
一
行
は
、
富
山
空
港
で
行
わ
れ
た

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航
空
就
航
記
念
式
典
に
出

席
し
た
あ
と
県
庁
を
表
敬
訪
問
。
中
沖
知
事

が
「
富
山
l

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
便
が
友
好
の

架
け
橋
と
し
て
一
層
発
展
し
、
両
県
・
地
方

の
交
流
の
裾
野
が
さ
ら
に
広
が
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
の
に
対
し
、

ナ
ズ
ド
ラ
チ
ェ
ン
コ
知
事
も
「
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
は
九
時
間
か
か
る

が
、
富
山
へ
は
二
時
間
で
来
る
こ
と
が

で
き

る
。
身
近
な
富
山
県
と
の
結
び
つ
き
を
今
後

一
層
緊
密
に
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
述
べ

ま
し
た
。

-
県
で
は
、
十
月
に
北
東
ア
ジ
ア
地
域
自
治

体
会
議

W
を
開
催
す
る
な
ど
、
ロ
シ
ア
沿
海

地
方
を
含
む
環
日
本
海
地
域
の
交
流
・
協
力

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

と
や
ま
総
合
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
(
仮
柿
)
等

合
同
起
工
式

園
高
岡
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
の
中
核
支
援
施
設

と
な
る
、
と
や
ま
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

(県
運
営
)
、
富
山
県
産
業
高
度
化
セ
ン
タ
ー

(第
三
セ
ク
タ
ー
運
営
)
、
高
岡
デ
ザ
イ
ン
・

工
芸
セ
ン
タ
ー

(高
岡
市
運
営
)

7/3 

の
合
同
起

精
神
科
救
急
医
療
体
制

ス
タ
ー
ト

闇
夜
間
や
休
日
に
、
精
神
科
の
医
療
を
緊
急

に
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
、
精
神
科
の
病

院
が
当
番
制
で
診
療
体
制
を
整
え
る
精
神
科

救
急
医
療
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

D

-
こ
れ
は
、
精
神
障
害
者
や
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
県
が
富
山
県
精
神
病
院
協
会
な

ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
た

も
の
。

瞳
専
用
の
窓
口
電
話
に
電
話
を
す
る
と
当
日

の
当
番
病
院
に
自
動
転
送
さ
れ
、
病
院
の
職

かま入れを行う中沖知事と佐藤高岡市長 (左側)

工
式
が
七
月
三
日
、
高
岡
市
戸
出
石
代
の
同

パ
ー
ク
に
お
い
て
、
中
沖
知
事
を
は
じ
め
関

係
者
約
百
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
0

・
高
岡
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
は
、
デ
ザ
イ
ン
や

情
報
な
ど
頭
脳
産
業
の
集
積
を
め
ざ
し
て
、

地
域
振
興
整
備
公
団
と
県
、
高
岡
市
が
整
備

を
進
め
て
い
る
も
の
。

副
今
回
着
工
し
た
三
施
設
は
、
互
い
に
連
携

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
産
業
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
県
が
運

営
す
る
、
と
や
ま
総
合
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

に
は
、
モ

ッ
ク
ア

ッ
プ
工
房

(デ
ザ
イ
ン
モ

デ
ル
の
制
作
室
)
や
デ
ザ
イ
ン
工
房

(デ
ザ

イ
ン
の
設
計
室
)
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
資
質
向
上
や
デ
ザ
イ
ン
開
発
型
企

業
の
育
成
を
図

っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

-
こ
れ
ら
三
施
設
は
、
来
年
夏
ご
ろ
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
す
。

間
三
施
設
の
名
称
は
、

- 11 

い
ず
れ
も
仮
称
で
す
。

員
が
患
者
の
症
状
や
状
態
を
聞
い
て
、
必
要

に
応
じ
、
来
院
な
ど
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

{
窓
口
電
話
番
号
]

県
東
部
に
お
住
ま
い
の
方

包

0
7
6
4
附
3
9
9
6

県
西
部
に
お
住
ま
い
の
方

合

0
7
6
4
附
5
9
9
6

【
受
付
時
間
}

午
後
五
時

i
翌
朝
九
時

休
日
(
年
末
年
始
含
む
)
は
、
午
前
九
時

1
午

後
五
時
の
昼
間
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問

合

せ

県

庁

健

康

課

2
0
7
6
4
叫

3
2
2
3
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ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

二
重
請
求

.

.

.

.
 海
外
旅
行
申
に
バ
ッ
グ
を
購
入
し
、
ヵ

l
ド
で

聞
⑮
岡
支
払
お
う
と
伝
票
に
サ
イ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
書

---Eき
間
違
え
を
指
摘
さ
れ
、
も
う
一
枚
サ
イ
ン
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
帰
国
後
、
カ

l
ド
会
社
か
ら
二
重
に

請
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、

最
初
の
伝
票
を
破
棄
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
の
よ
う
で
す
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

-
・
・
聞

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
カ
ー
ド
を
使
用
し
た
と

酬

h'aき
の
状
況
な
ど
を
内
容
証
明
郵
便
等
の
書
面

1
1
1
1
で
力

ド
会
社
に
伝
え
、
調
査
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、結
果
が
出
る
ま
で
に
は
か
な
り
の

時
聞
が
必
要
で
す
。

こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、
相
談
者
が
力
|
ド
会
社
と
自
主

交
渉
し
て
も
、
な
か
な
か
応
じ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
カ
ー
ド
会
社
に
調
査
す
る
よ
う

求
め
た
と
こ
ろ
、力
|
ド
会
社
は
調
査
を
約
束
し
、
二
ヶ
月
後
、

代
金
は
相
談
者
に
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
力
|
ド
使
用
者
の
主
張
、か
認
め
ら

れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に
も
、書
き
損
じ
た
伝
票
や
カ
ー
ボ
ン
は
、
そ
の

場
で
破
リ
捨
て
る
な
ど
し
て
、必
ず
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
海
外
で
の
カ
ー
ド
使
用
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一一言

葉
が
異
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、金
額
を
よ
く
確
認
せ
ず
に

サ
イ
ン
し
、
後
で
多
額
の
請
求
を
受
け
る
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
も
あ
り
ま
す
。力

|
ド
を
使
用
す
る
際
は
、き
ち
ん
と
自

己
管
理
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し

ょ-つ
。

園
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

8
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3
3
〈
一
般
相
談
V

8
0
7
6
4
1
3
3
1
3
2
5
2
〈
金
融
相
談
〉

・
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所

8
0
7
6
6
1
2
5
1
2
7
7
7
 

-
今
月
号
の
取
材
は
梅
雨
の
真

っ
最
中
。
ハ

イ
ブ
リ

ッ
ド
パ
ス
の
取
材
で
は
運
転
手
さ
ん

に
パ
ス
の
前
で
ポ
ー
ズ
を
と

っ
て
も
ら
お
う

と
し
た
途
端
、
バ
ケ
ツ
を
ひ

っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
雨
が

降
り
出
し
て
撮
影
中
止
。
予
定
の
写
真
が
用
意
で
き
ず
苦

し
い
編
集
作
業
と
な
っ

た
。
取
材
は
や

っ
ぱ
り
青
空
の
下

で
行
い
た
い
。
そ
の
方
が
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
に
飲
む
ビ

ー
ル
も
う
ま
い
し
:
・
。
(
Y
)

.
日
本
語
の
と
て
も
上
手
な
周
さ
ん
が
不
得
手
と
し
て
い

る
の
が
、
意
昧
不
明
陳
な
カ
タ
カ
ナ
言
葉
。
そ
れ
ら
を
使

わ
な
い
よ
う
心
掛
け
た
私
だ
が
、
そ
の
か
わ
り
い
か
に
も

訳
し
づ
ら
そ
う
な
、
「
:
;
:
な
感
じ
」
と
か
「
:
:
:
で
な
い

ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
」
と
い

っ
た
言
葉
を
連
発
。
周
さ
ん

は
平
然
と
対
応
し
て
く
れ
た
も
の
の
、
誰
に
で
も
わ
か
り

や
す
い
言
葉
は
、
普
段
か
ら
の
心
が
け
が
肝
心
と
痛
感
し

て
し
ま
っ

た
。
(
I
)

1ページで紹介した『立山カルデラ砂防樽物
館jのオープン記怠テレホンカード(2枚 1組)
を10名の方に、 PINUP TOYAMA(7、8ペー
ジ)の写翼を5名の方にプレゼントします。
官製ハガキに下記のとおり配範してお申し込
みください。 8月31日消印有効です。

[2]固固園田回目口
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県
広
報
と
や
ま

8
月
号

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
あ
て

希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
名

氏

名

年

齢

郵
便
雷
号
住
所

電
話
醤
号

本
誌
の
入
手
方
法

本
誌
に
つ
い
て
の
感
想

-
お
知
ら
せ

次
回
(
九
月
号
)
の
「
県
広
報
と
や
ま
」
は
、
各
世
帯

配
布
版
と
し
て、

九
月
上
旬
に
、
新
聞
折
り
込
み
に

よ
り
お
届
け
し
ま
す
。

※
定
期
購
読
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は
、
九
月
号
の
郵
送
は
い

た
し
ま
せ
ん
が
、
購
読
期
聞
を
一
ヶ
月
延
長
い
た
し
ま
す
。

魚
津
市
の
海
岸
沿
い
に
あ
る
旧
漁
師
町
で
は
、
八
月
七
日
、
八
日
の
両
日
、
勇

壮
な
「
た
て
も
ん
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
豊
漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
諏
訪
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
も
の
。

た
て
も
ん
は
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
の
大
柱
に
九
十
余
り
の
提
灯
を
三
角
形
に

つ
る
し
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
て
五
ト
ン
の
舟
型
の
ソ
リ
の
上
に
立
て
ら
れ
る
。

こ
の
巨
大
な
方
燈
を
曳
き
回
す
の
は
、
諏
訪
神
社
の
氏
子
八
十
名
。
御
一
服
い

を
受
け
る
た
め
に
神
社
の
境
内
に
入
っ
た
た
て
も
ん
は
、
「
ヤ
ッ
ツ
ァ
オ
レ
!
」

と
い
う
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も
に
「
キ
ギ
ギ
|
ツ
」
と
い
う
激
し
い
音
を

た
て
て
旋
回
す
る
。
光
の
帆
柱
が
夜
空
に
浮
か
び
上
が
る
と
、
見
物
人
の
歓

国
間
潮
に
達
す
る
。

声
や
笛
太
鼓
の
聯
子
が
ひ
と
き
わ
大
き
く
な
り
、
祭
り
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
最

- 14ー

昨
年
、
た
て
も
ん
行
事
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

だ
が
七
つ
の
町
内
の
中
に
は
人
口
減
少
に
よ
る
担
い
手
不
足
で
運
営
が
困
難

掛
け
声
が

響
く

3
た
で
も
ん
祭
り
(
魚
津
市

)
5

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
魚
津
市
で
は
、
今
年

か
ら
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
「
た
て
も
ん
協
力
隊
」

を
創
設
し
、
祭
り
の
保
存
、
継
承
に
向
け
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
と
い
う
。

ん
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
け
れ
と
も
、
海
辺
に
響
き
わ
た
る
掛

漁
師
た
ち
の
熱
烈
な
信
仰
の
象
徴
と
し
て
の
た
て
も

け
声
は
、
祭
り
へ
の
情
熱
と
と
も
に
い
つ
ま
で
も
受
け
継
が
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。



'98世界野生生物フィルム・ツアー とやまIs 

大島町絵本館 ~岬噌司

黒部市吉田科学館 竃保ープー

オルビス(富山駅前マリ工とやま7階)他、県内各地。
※会場によっては、別途入館料が必要な所もあります。

ワイルドライフ・フェスティパル'97の優秀作晶を、県内各地で上映。
映像は、素晴らしい大自然のドラマや、ひたむきな生命の営みを見せてくれます。生きるとは、親子の

きずなとは、なぜ戦争はおこるのか、大切なものは何か…、力パや、アリ、カツコウ、ライオンたちが教

えてくれます。

その感動と出会いの輸が広がれば、かけがえのない[地球]を守る、大きな力になるに違いありません。

ーあなたの協力を必要としています-

JWFは、「ひたむきな生命、こんなにも地球は素晴らしいJをテーマに世界トップレベルの映像を上映し、

自然保護、国際交流を進めています。会場整理、司会、映像関係など高校生以上のボランティアで運営さ

れています。

問合せ/ジャパン・ワイルドライフ・フェスティバル(JWF)実行委員会

TEL 0764-45-5460/ FAX 0764-41-2144 
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